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月
三
日
(
支
化
の
日
)
は

十

競

技

方

法

も

新

た

に

/

実
り
の
秋
を
む
か
、
ぇ

恒
例
の
町
民
体
育
祭
を

十
一
月
三
日
午
前
九
時
か
ら
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
て
行

生
亡
入
出

出
死
転
転

な
い
ま
す
。
本
年
度
は
新
し
い
こ
こ
ろ
み
と
し
て

部
落
対
抗
に
代
り
町
内
の
各
種
団
体
を
中
心
と
し
た
競
技
方

法
を
と
り
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
得
点
制
度
も
廃
止
し

民
の
み
な
さ
ん
に
気
軽
に
ご
参
加
願
え
る
よ
う
な
プ
ロ
ク
ラ

ム
を
考
、
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
家
族

お
隣
り

せ
の
う
え
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

お
手
数
で
す
が
、
当
日
む
し
ろ
を
各
人
ご
持
参
く
だ

〔
写
真
は

町
民
体
育
祭
で
の
保
育
児
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と
子
の
楽
し
い
遊
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風
景
〕
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よ
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昭和47年11月 1日 か つ つ ら 第29号 (2) 

監
査
委
員
の
職
務
権
限


村
本
来
の
職
務
権
限

ω定
期
監
査
(
唯
一
比
九
) 

う
検
査
ま
た
は
監
査
に
対
す
る

に
つ
い
て
監
査
し
、
ま
た
は
関
係
人

資
料
の
提
供
、
立
会
等
の
協
力 

に
対
し
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
記
録

「 

μ
一
保一

一

ωω随
時
監
盗
(
崎
一
九
九
)

一

)
-
t

監
査

補
助
団
体
等
に
対
す

戸 
一

(
法
九
八 

-
2
)

時;


i


石墨� i

i


H
(

J

-a
 

M

挙
し
て
み
る
こ
と

と

す

る

。

』 

d、、

る
政
査
(
法
一
九
九

・
6
)

「
凶

一
定
数
の
連
箸
に
基

一

く
選
挙
人
の
要
求
に

一

よ
る
監
査 

(法
七
五 
)

一
回
当
該
市
町
村
の
融
会

一

の
要
求
に
よ
る
監
査

(法
二
四
六
円
四
・ 

3
)

の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

J

市
町
村
に
監
査
委
貝
制
度
が
設
け

ら
れ
た
も
っ
と
も
お
も
な
目
的
は
、

地
方
自
治
に
お
け
る
公
正
と
効
率
を

雌
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
公

正
と
効
率
と
い
う
こ
と
は
、
地
方
自

治
が
法
令
に
も
と
ず
い
て
行
な
わ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
の
み
な
ら
ず
、

い
わ
ゆ
る
不
当
を
排
除
し
、
さ
ら
に

一

般
事
務
め
執
行
、
殊
に
本
町

の
経
営

に
か
‘
る
事
業
の
執
行
が
、
効
果
的
、

合
理
的
、
能
率
的
に
行
な
わ
れ
る
こ

と
を
大
き
く
期
待
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。民

査
委
員
は
、
以
上
の
よ
う
な
趣

旨
の
も
と
に
設
け
ら
れ
た
行
財
政
の

抗
査
を
専
門
の
職
と
す
る
市
町
村
の

執
行
機
関
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

市
町
村
の
事
務
に
闘
し
監
査
の
職
権

を
有
す
る
の
は
、
監
官
民
委
以
以
外
で

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

市
町
村
長
は
、
市
町
村
の
収
入
支

出
を
命
令
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
命

令
が
正
し
く
行
な
わ
れ
、
出
納
が
適

正
に
な
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
、

ま
た
監
督
の
責
任
を
有
し
、
さ
ら
に

一
般
職
円
以
を
指
揮
厳
督
す
る
職
務
を

与
え
ら
れ
て
い
る
。

市
町
村
の
議
会
は
市
町
村
の
識
決

機
関
で
、
執
行
機
関
た
る
市
町
村
長

と
相
対
し
、
相
互
に
協
力
し
、
か
っ
、

牽
制
し
合
う
立
場
に
お
か
れ
る
。
そ

の
た
め
議
会
に
は
、
市
町
村
の
意
思

決
定
上
必
要
な
調
査
権
の
ほ
か
に
、

執
行
機
関
に
対
す
る
各
槌
の
監
視
権

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
議

川
誠
会
か
ら
送
付
を
受
け
た
鏑
願

の

措

置

(

法

一

二
五
)

以
上
監
査
委
員
の
職
務
権
限
に

つ

仰
市
町
村
の
組
織
お
よ
び
速
営
の

い
て
法
律
を
抜
す
い
し
て
記
載
い
た

合
理
化
に
資
す
る
た
め
の
意
見

し
ま
し
た
。

の
提
出 

(法

一
九
九
・ 

9
)

勝
浦
町
監
査
挙
務
局

ま
た
、
法
第

一
九
九
条
第
七
項
に

マ


会
に
は
、
市
町
村
の
事
務
に
関
す
る

替
類
お
よ
び
計
算
書
を
検
閲
し
、
市

町
村
長
等
の
報
告
を
簡
求
し
て
事
務

の
管
理
、
議
決
の
執
行
お
よ
び
出
納

を
検
査
す
る
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い

る。
監
査
委
員
の
立
場
こ
の
よ
う
に

し
て
、
市
町
村
の
事
務
に
関
し
監
査

の
職
権
を
有
す
る
の
は
、
ひ
と
り
臨

査
委
員
だ
け
で
は
な
い
が
、
た
だ
、

監
査
を
専
門
と
す
る
の
は
監
査
委
員

だ
け
で
あ
る
。
従

っ
て
市
町
村
の
監

査
は
、
何
と
い
っ
て
も
監
査
委
員
が

中
心
を
な
す
の
で
あ
っ
て
、
市
町
村

長
そ
の
他
の
者
も
、
自
ら
監
査
を
行

な
わ
な
い
で
監
査
委
員
に
監
査
を
依

頼
し
、
あ
る
い
は
公
正
な
事
実
の
判

定
を
権
威
あ
る
監
査
委
員
の
審
盗
に

委
ね
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
お
り、

市
町
村
の
住
民
も
ま
た
必
要
と
認
め

る
と
き
は
、
監
査
委
員
の
監
査
を
鵠

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

政
委
委
員
の
職
務
の
内
容
は
、
そ
の

全
体
を
み
る
と
相
当
広
範
囲
に
わ
た

る
の
で
あ
る
が
、

一
応
こ
れ
を
監
査

委
員
制
度
を
設
け
た
目
的
か
ら
く
る

本
来
の
職
務
権
限
と
、
附
随
的
に
監

は
「
監
査
委
員
は
、
監
査
の
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
人

同
特
別
)
附
当
該
市
町
村
の
長

の

監
査

一

要
求
に
よ
る
監
査

一 

(法
一九
九
・ 

5
)

一
問
主
務
大
臣
ま
た
は
都

一

道
府
県
知
事
の
要
求

一

に
よ
る
監
査
寵
一
同
)

戸
附
主
務
大
臣
ま
た
は
都

道
府
県
知
事
の
要
求

に
よ
る
代
行
検
交
ま

た
は
監
査
(
唯
一
匹
四
六
)

口
附ω随
的
に
与
え
ら
れ
た
職
務
権
限

出
納
検
査
(法
二
三
五
竺

一
・
1
) 

の
出
頭
を
求
め
、
も
し
く
は
関
係
人

次
の
と
お
り
人
事
移
動
が
あ
り
ま

し
た
。

(
カ
ッ
コ
内
は

旧
任 
)

選田完�  i

任氏い!

人
事
移
動

両 汚 �  

を� 

ω指
定
金
融
機
関
等
の
公
金
取
扱

に

関

す

る

監

査

(

唯

一一三
日
) 

ω決
算
審
査 

九
月
定
例
町
議
会
で
、
昭
和
四
十

同
和
対
策
課
課
長
美
馬
利
己
(
税

七
年
十
月
六
日
任
期
満
了
の
西
野
、

務
保
険
課
課
長
補
佐
)
税
務
保
険
課

新
居
委
員
の
後
任
に
、
つ
ぎ
の
方
が

主
挙
補
紘
一
敏
(
住
民
福
祉
課
主

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

事
補
)

勝
浦
町
開
発
公
社
へ
出
向

(M42 9.6生) (S 6. 11. 20生)

(法
二
三
三

・
2
)

Jhh
 

F
lt

T

凶
器
金
の
運
用
状
汎
の
審
査

(法
二
四

一
-
5
)

同
職
員
の
違
法
ま
た
は
不
当
な
行

為
の
防
止
等
必
要
な
措
置
を
求

め
る
民
査

(
法
二
四
二

・
1
)

附
職
員
の
規
害
賠
償
に
闘
す
る
監

査
な
ら
び
に
賠
償
責
任
免
除
に

関
す
る
審
査
お
よ
び
意
見
の
決

れ
た
職
務
権
限
に
ぬ
付
僻
斤
川
川
町 

定 

(法
二
四
三
の
二
・
3
、
4
)

b
t
塑
-

例
収
入
役
の
指
定
金
融
機
関
等
に

山町
一
，話一

対
す
る
検
査
結
果
の
報
告
の
要

「 

求

(

令

一

六

八

円

四

・ 
3
)

附
主
務
大
臣
ま
た
は
知
事
の
行
な

査
委
員
に
与
え
ら

区
分
し
て
次
に
列 

斎
藤
勝

一
(
同
和
対
策
課
謀
長 
)

念
努
県

中

1

「
年
賀
は
が
き
」
が

発
売
さ
れ
ま
す

昭
和
四
十
八
年
の
お
年
五
っ
き
年

災
は
が
き
が
十

一
月
六 

月
附
日 
)

に
全
国
い
っ
せ
い
に
発
売
さ
れ
ま
す
。

は
が
き
は
十
円 

(寄
附
念
な
し 
)

と
十

一
円
(
寄
附
金
)
の 

一
向
矧
で

す
。町

内
各
郵
便
局
お
よ
び
切
手
先
り

さ
ば
き
所
で
、
お
早
め
に
お
求
め
く

だ
さ
い

。

勝
浦
郵
便
局

勝浦町沼江 勝浦町坂本

石田住次 (新任) 新居雄彦 (再選) 
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*
九
月
定
例
議
会
*

ぬ

V
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G


名
誉
町
民
条
例
の
制
定

名
誉
町
民
第
一
号
に

元
勝
浦
町
長
朝
桐
猪
平
氏
を
決
定

小
関
武
夫
議
貝

一、

勝
浦
町
名
営
町
民
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

号
)
に
つ
い
て

二
、
昭
和
四
十
七
年
度
勝
浦
町

一
般

会
計
補
正
予
算
(
第
五
号
)
に
つ

き
同
窓
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

い
て

三
、
昭
和
四
十
七
年
度
勝
浦
町
国
民

元
勝
浦
町
長
朝
桐
猪
平
氏
を
全
員
賛

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算 

成
で
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

(第

一
号
)
に
つ
い
て

議
会
事
務
局

四
、
昭
和
四
十
七
年
度
勝
浦
町
病
院

こ
と
し
の
み
か
ん
の
税
金

調
査
と
課
税
方
法
は
/

所
得
税
や
町
民
税
な
ど
の
対
象
と


な
る
こ
と
し
の
み
か
ん
所
得
に
つ
い


て
は
次
の
よ
う
な
方
法
で
調
査
、
交


渉
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。


一、

農
協

へ
出
荷
し
て
い
る
方
は
牒

た
は
町
で
調
査
し
ま
す
。


協
で
調
交
し
、
団
体
桜
渉
の
予
定

で
す
。

の
町
長
の
考
え
に
つ
い
て

五
、
じ
ん
あ
い
問
題
に
つ
い
て

味
問
喜
久
雄
議
員

対
策
に
つ
い
て

五
、
町
財
産
処
分
問
題
に
つ
い
て

大

井

儀

識

員

一
、
正
木
ダ
ム
建
設
に
伴
な
う
公
共

補
償
問
題
に
つ
い
て
(
第
六
次
道

路
獲
備
も
含
む 
)

滝
口
良

一
議
員

一、

し
尿
処
理
と
下
水
道
計
画
に
つ

い
て

ニ、

災
害
対
策
と
河
川
の
大
改
良
に

つ
い
て

ニ、

勝
浦
町
火
災
予
防
条
例 

(救
急

業
務
)
等
に
つ
い
て

四
、
保
育
所
の
統
合
に

つ
い
て

中
西
晴
美
識
員

一
、
勝
浦
町
開
発
公
社
の
運
営
お
よ

@
労
務
管
理
に
つ
い
て

び
活
動
に
つ
い
て

待
遇
改
善
に
つ
い
て

二
、
町
政
の
展
望
に
つ
い
て

名
誉
町
民

第
一
号

朝
桐
猪
平
氏


勝
浦
町
の
発
展
な
ら
び
に
地
方
自

治
の
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た

朝
桐
猪
平
氏
に
、
十
月
六
日
名
誉
町

民
章
(
第

一
号
)
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ

い
て

選


二
、
身
体
障
害
者
医
療
無
料
化
に
つ

い
て

三
、
交
通
安
全
対
策
道
路
橋
梁
の
管

理
貿
任
に

つ
い
て

四
、
職
員
新
規
採
用
に

つ
い
て

(
第
三
日
)
十
月
三
日

前
日
に
引
き
続
き
町
政
に
対
す
る

一
一般
質
問

川
庁
内
正
太
郎
議
員

一
、
農
協
以
外
に
販
売
さ
れ
て
い
る

方
は
区
で
調
査
し
、
前
記
と
合
は

せ
臼
体
桜
渉
を
し
ま
す
が
、
個
人

桜
渉
を
希
望
す
る
方
は
税
務
署
ま

税
務
保
険
剤
師

一
、
給
食
セ
ン
タ
ー
問
題

@
米
飯
給
食
に
つ
い
て

学校給食献立表(11月分) キ合食センター

二
、
畑
総
事
業
計
画
に
つ
い
て

一
一
一
、
文
化
財
保
護
条
例
に
つ
い
て

岡

敬

二
議
員

(
第
四
日
)
十
月
四
日

前
日
に
引
き
続
き
町
政
に
対
す
る

一
一
般
質
問

岡

敬

二
議
員

一
、
勝
浦
川
総
合
開
発
に

つ
い
て

一
、
学
校
教
育
と
学
校
外
の
教
育

以
上
そ
れ
ぞ
れ
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

(
第
五
日
)
十
月
六
日

議
長
よ
り
諸
般
の
報
告
の
あ
と
、

町
長
よ
り
追
加
議
案
三
件
提
案
さ
れ

本
定
例
会
の
町
長
提
案
議
案
は
十
件

と
な
り
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
す

る
。
主
な
諜
決
事
項
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

一
、
工
場
誘
致
に

つ
い
て

二
、
後
継
者
育
成
に
つ
い
て

三
、
義
務
教
育
遠
距
離
通
学
に
つ
い

て
四
、
ダ
ム
工
事
に
伴
う
公
共
補
償
等

九
月
の
定
例
町
議
会
は
、
九
月
二

十
八
日
開
会
し
、
十
月
六
日
閉
会
。

こ
の
定
例
議
会
で
は
、
町
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
議
案
十
件
、
決
議
一
件
を

原
案
通
り
可
決
。

会
識
の
経
過

マ
第

一
日

九

月

二
十
八
日

岡
本
議
長
よ
り
諸
般
の
報
告
の
あ

と
日
程
に
入
る
。

〔
日
程
第
二
会
議
録
署
名
者
の

指
名
。

〔日
程
第
一
一
)
会
期
の
決
定
、
木

日
よ
り
十
月
七
日
ま
で
の
十
日
間

と
す
る
。

〔
日
程
第
三
〕
町
長
の
提
案
理
由

の
説
明
、
議
案
第
一
号
勝
浦
町
名

着
町
民
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

ほ
か
第
六
号
ま
で
の
六
件
お
よ
び

認
定
第
一
号
昭
和
四
十
六
年
度
勝
浦

町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
説
明
、
各
担
当
課
長
詳
細
説

明
あ
り
二
十
九
日
よ
り
十
月

一
日
ま

で
は
誠
案
調
査
の
た
め
休
会
。
二
日

午
前
九
時
再
開
す
る
こ
と
に
決
し
閉

会
す
る
。

(
第
二
日
)
)
十
月
二
日

町
政
に
対
す
る

一
般
質
問

西
浜
勝
巳
議
員

一
、
下
水
排
水
対
策
に
つ
い
て

二
、
幼
児
医
療
の
無
料
化
対
策
に
つ

い
て

二
一
、
地
方
公
務
員
の
定
年
問
題
と
そ

の
対
処
の
仕
方
に
つ
い
て

凶
、
義
務
教
育
と
父
兄
負
担
の
軽
減

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
二

五
、
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

な
お
、
名
説
田
町
民
第
一
号
と
し
て

日申ID こん立名 日Vfa こん立名�  

l附
焼そば� 
プリン みかん

16附
高野豆腐とじ者
白菜のコ?和え� 

2材4
けんちゃん� 
ゆでたまご

17幽
玉子コロ� yケ ウインナ ー
キャベソ付合 :.--ゴ1) 

6伺)
にくどう小� 
おひたし

2α月)
スパゲティ・� 2ートソース和え
玉子スープみかん� 

7伏)
茶腕むし� 
豚 汁 21W 

妙り豆腐
持� y ュマイ�  

8附
持バン みかん� 
関東煮 22休i

カレーンチュー
春雨サラダ リ/ゴ� 

9附
すいとん� 
主ら和ぇ リンゴ

24~鉛
魚、の ~j持 ボイルヤサイ
玉4互の親子和え� 

ω在鉛
南瓜サンド 7ライ 海 Lみ� 
妙� 3E 

27開)
里芋と鶏肉のにこみ
7 ラン� 7ソ セージ� 

13例)� 
7 カロニグラタン凪L 
ちゃんIl"ん 28ω 

魚7ライ キャベツ
ひじきと大豆の妙煮� 

14ω 
プロイラーみそ煮� 
含煮

29附
あんぱん 白和え
かきたま汁 チーだ

印刷
ホソト・ドソグ� 
バナナ 30側

ポーキチャ，� 7・
ポテイトサラダ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
議会だより九月定例議会名誉町民条例の制定



カゐ

(
そ
の
十
四
)

不
合
理
な
矛
盾
に
目
覚
め
よ
う
グ

。
ね
た
き
り
。

身

障

者

慰

問

ら
だ
が
不
自
由

ーで
ほ
と
ん
ど
ね
た
き

り
の
生
活
で
、
外
へ
出
る
こ
と
も
な

く
淋
し
い
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
る

二

十
九
名
の
方
を
訪
問
し
見
舞
口
聞
を
贈

り
励
げ
ま
し
た
。

昭和� 47年� 11月� 1日 つ フ ら 第� 29号 (4) 

じ
ん
で
く
る
の
を
必
死
に
こ
ら
え
つ

つ
、
い
ろ
い
ろ
質
問
を
あ
び
せ
て
く

る
。
美
し
い
気
品
の
あ
る
顔
だ
ち
、

や
さ
し
い
眼
ざ
し
と
こ
と
ば
づ
か
い

能
力
も
あ
る
し
、
性
格
も
よ
い
。
だ

の
に
、
な
ぜ
、
彼
女
た
ち
は
、
悩
み

苦
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
楽
し

さ
が
い
っ
ぱ
い
の
は
ず
の
乙
女
た
ち

を
こ
ん
な
に
苦
し
め
て
い
る
の
は
、

い
っ
た
い
だ
れ
な
の
で
あ
ろ
う
か

n
断
腸
の
思
い
。
と
か 

H

断
腸
の
苦

し
み
か
と
か
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
が
、

そ
れ
こ
そ
彼
女
た
ち
は
、
腹
わ
た
の

ち
ぎ
れ
る
よ
う
な
思
い
を
し
て
い
る

に
ち
が
い
な
い
。

精
神
的
苦
痛
は
、
肉
体
的
苦
痛
に

ま
さ
る
と
い
う
。
あ
ん
な
か
わ
い
い

教
え
」 
か
、
じ

っ
と
歯
を
く
い
し
ば

っ
て
頑
張
っ
て

い
る
ん
だ
と
思
う
と
、

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
気
持
に
な

っ
た
。
そ

の
時
の
彼
女
た
ち
の
点
実

の
叫
び
を
、
こ
こ
で
じ
ゅ
う
ぷ
ん
に

表
現
で
き
な
い
の
は
残
念
だ
が
、
心

J

あ
る
人
た
ち
に
は
、
い
か
に
差
別
が


罪
悪
で
あ
り
、
人
を
苦
し
め
て
い
る


か
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。


い
つ
か
、
か
あ
る
母
の
記
録
。
と
い


う
の
を
同
和
の
時
間
に
と
り
あ
げ
た


こ
と
が
あ
る
。


o 

差
別
、
つ
け
る
わ
け
教
え
て
と
、

す
す
り
あ
げ
、

す
す
り
あ
げ

泣
く

十
四
の
わ
が
子

ふ
る
さ
と
を
名
の
ら
せ
た
い
。

睦
を
あ
げ
、

何
の
た
め
ら
い
も
な
く
、

「
こ
れ
が
、
こ
こ
が
、

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
で
す
グ
」

と
、
名
の
ら
せ
て
や
り
た
い
。

こ
れ
ほ
ど
痛
切
に
、
痛
ま
し
く
、

差

別
を
う
た
い
あ
げ
た
も
の
が
あ
ろ
う

か
。
文
字
を
知
ら
な
い
母
親
の
こ
の

心
の
叫
ぴ
を
理
解
で
き
な
い
も
の
が

あ
ろ
う
か
。

「
に
ん
げ
ん
」
と
い
う
同
和
教
材

の
本
の
中
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
青
年

の
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

H

ふ
る
さ
と
を
か
く
す
こ
と 
γ

を
父
は
け
も
の
の
よ
う
な

鋭
さ
で
覚
え
た
。

ふ
る
さ
と
を
あ
ば
か
れ
、

再
び
帰
ら
ぬ
友
が
い
た
、

ふ
る
さ
と
を
告
白
し
て
、

恋
人
に
去
ら
れ
た
妹
た
ち

わ
が
子
よ
、
お
ま
え
た
ち
に
は

胸
は
っ
て
、

堂
々
と
、

わ
た
し
は
、
こ
の
詩
を
読
ん
だ
と
き
、

こ
の
悲
痛
な
叫
び
に
接
し
た
と
き
、


と
め
ど
も
な
く
涙
が
流
れ
て
し
か
た


が
な
か

っ
た
。


同
和
教
育
主
事
を
引
き
う
け
て
、

今
年
で
二
年
目
に
な
る
。
こ
の
教
育

に
携
っ
て
、

い
ち
ば
ん
つ
ら
い
の
は
、

対
象
地
区
出
身
の
生
徒
に
、
い
つ
、

そ
れ
を
教
え
る
か

、
ま
た
、
ど
う
話

せ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

何
に
も
知
ら
な
い
生
徒
に
、
こ
う
し

品
見
舞
品
を
贈
り
は
げ
ま
す

た
不
合
理
や
矛
盾
の
被
害
者
で
あ
る

こ
と
を
話
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦

す
。
)勝

浦
町
身
体
障
害
者
会
(
会
長
清

水
良
五
郎
会
員
二
六 

名
)
は
、
か

O

戦
後
、
新
し
い
憲
法
が
制
定
さ
れ
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
が
叫
ば
れ
、
「
自

由
・
平
等
」
の
精
神
が
広
く
行
き
わ

た
っ
て
き
た
た
め
、
露
骨
な
実
態
差

別
は
ほ
と
ん
ど
彬
を
ひ
そ
め
た
。
だ

U

か
ら
と
い
っ
て
、
差
別
意
識
が
な
く

な

っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
依
然

と
し
て
結
婚
差
別
や
就
職
差
別
、
居

住
移
転
の
差
別
な
ど
が
社
会
問
題
と

し
て
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る

の
を
見
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。
差
別
意

識
は
少
し
ず
つ
は
解
消
さ
れ
て
き
つ

つ
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
潜
在
化
し
、

心
の
奥
底
に
つ
つ
み
か
く
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
差
別
思
想
の
温
存
者
が
、
ち
ょ

う
ど
保
菌
者
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ

て
、
恐
る
べ
き
か
パ
イ
キ
ン 

を
ま

き
散
ら
す
の
で
あ
る
。

u

同
和
教
育
は
大
き
く
分
け
て
学
校


同
和
教
育
、
社
会
同
和
教
育
、
家
庭


向
和
教
育
と
に
分
か
れ
る
が
、
す
で


に
，
発
病
し
て
い
る
実
態
差
別
者
や
保


菌
者
を
解
消
す
る
の
が
社
会
同
和
で


あ
り
、
そ
う
し
た
伝
染
病
か
ら
感
染


を
予
防
し
、
発
病
さ
せ
な
い
よ
う
に


す
る
の
が
学
校
同
和
で
あ
り
、
保
健


思
想
や
衛
生
的
習
慣 

(仲
良
く
す
る


こ
と
、
平
等
の
大
切
さ
な
ど
)
を
教


え
る
の
が
家
庭
同
和
で
は
あ
る
ま
い


カ

子
ど
も
は
、

親
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
に
、
生
ま
れ
る
地

域
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

か
あ
る
地
域
に
生
ま
れ
た 

と
い
う

た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
、

い
と

け
な
き
子
ど
も
た
ち
が
、
か
わ
い
い

教
え
子
た
ち
が
、
暗
い
悲
し
い
人
生

を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

不
合
理
や
矛
盾
を
、
こ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
い
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、

一
人

一
人
に
聞
い
て

み
る
と
、
だ
れ
し
も
真
剣
に
か
差
別

は
い
け
な
い
と
か 

差
別
は
不
合

理
だ 

な
ど
と
物
わ
か
り
の
よ
い
こ

と
を
い
う
。
そ
れ
が
、
不
思
議
な
こ

と
に
、
全
体
と
し
て
な
が
め
る
時
に
、

H

η

差
別
々
が
残
る
の
で
あ
る
。
だ
れ

が
差
別
者
な
の
か
、
い

っ
た
い
誤
て

る
思
想
の
持
主
が
だ
れ
な
の
か
を
見

き
わ
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
こ
ろ

に
こ
の
同
和
教
育
の
む
ず
か
し
さ
が

あ
る
の
で
あ
る
。

先
日
、
学
習
会
に
行
っ
た
と
き
、

幼
な
子
が
数
人
無
心
に
遊
ん
で
い
た
。

こ
ん
な
天
真
ら
ん
ま
ん
な
子
ど
も
が

将
来
の
し
あ
わ
せ
を
約
束
さ
れ
て
い

な
い
と
思
う
と
か
わ
い
そ
う
で
な
ら

な
か
っ
た
。

H

H

今
高
校
に
通
っ
て
い
る
卒
業
生
た

ち
と
よ
く
話
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

話
が
核
心
に
ふ
れ
る
た
び
に
、
彼
女

た
ち
の
表
情
に
は
笑
顔
が
消
、
ぇ
、
鋭

く
見
つ
め
る
ま
な
ざ
し
に
は
涙
が
に

し
み
は
、
た
と
え
よ
う
も
な
い
ほ
ど

で
あ
る
。
こ
と
き
ら
、
同
和
教
育
な

ど
と
、
声
を
大
に
し
て
叫
ば
な
く
て

も
よ
い
理
解
の
あ
る
社
会
を
、

真
に

民
主
主
義
に
目
ざ
め
た
社
会
を
築
き

あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

(
次
は
同
和
教
育
理
念
に
つ
い
て
で

議� f

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
同和教育シリーズ不合理な矛盾に目覚めよう

MUS04
テキストボックス
ねたきり障害者慰問



(5) 第� 29号 カh つ つ ら 昭和� 47年� 11月� 1日

第

{立:

第
二
位

第
三
位

第
三
位 -R

O

位

第
三
位 f立

策� 

な
ご
協
力
と
警
察
の
懸
命
な
捜
査
に

よ
っ
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
解
決
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
ひ
き
逃
げ
は
一
瞬
の
で
き

ご
と
で
あ
り
、
し
か
も
人
通
り
の
少

な
い
夜
間
に
多
い
こ
と
。
ま
た
ス
ピ

ー
ド
の
あ
る
車
が
捜
査
の
対
象
と
な

る
な
ど
、
摺
査
は
困
難
を
き
わ
め
ま

す
。
で
す
か
ら
被
害
者
や
目
撃
者
の

す
ば
や
い
通
報
や
自
動
車
関
係
業
者

の
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
わ
け
で

す
。
も
し
み
な
さ
ん
の
中
で
ひ
き
逃

げ
現
場
を
見
ら
れ
た
と
き
は

増

井

韓

典

(

中

角 

)

父
増
井
達
夫
の
長
男

小

谷

泰

広

(与
川
内
)

父
小
谷
和
寛
の
長
男

東

条

秀

昭

(

坂

本

)

父
東
条
宏
の
長
男

岡

修

平 

(中

角 

)

父
岡
義
久
の
長
男

太
田

三
城

(生

名
)

父
太
田
好
広
の

二
男

女
子
一
位

男

子

当
日
の
該
当
者

一 

五
名
。

第

一
位

増

井

義

典

さ

ん

岩

田

佐

智

子

さ

ん 

・
逃
げ
た
方
向

っ
た
文
字
な
ど

ハ
門
最
近
県
内
で
も
交
通
事
故
の
増

加
に
伴
っ
そ
、
悪
質
な
ひ
き
逃
げ

が
相
つ
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

人
を
は
ね
飛
ば
し
、
死
傷
さ
せ
て

お
き
な
が
ら
そ
の
ま
ま
逃
げ
て
し
ま

う
ひ
き
逃
げ
は
、
人
命
を
軽
視
す
る

最
も
悪
質
な
行
為
で
、
人
道
上
か
ら

い
っ
て
も
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
犯

罪
で
す
。
こ
の
よ
う
な
悪
質
な
ひ
き

逃
げ
も
県
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的

男
子
一
位

(
そ
の
十
四
)

叫叫

ー 

2
3
4
i
T
Z剖

1
4
5

s-a

ひ
き
逃
げ
事
件
を
追
放
し
よ
う
グ

F
4

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

第� 第女�  

f立; f立子

査
会
を
聞
き
、
佐
野
小
松
島
保
健
所

長
、
勝
浦
町
立
病
院
高
橋
小
児
科
先

生
が
発
育
・
健
康
状
態
な
ど
慎
重
に

診
査
し
、
優
良
健
康
児
に

つ
ぎ
の
方

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
よ
せ
て

未
熟
児
努
力
賞

米

問

裕 

(沼

江

父
米
回
惣

一
の
長
男

岩
田
佐
智
子
(
星
谷
)

父
岩
田
強
の
長
女

稼

勢

道

代 

(坂
本
稼
勢
)

父
様
勢
虎
正
の
長
女

で
四
十
七
年
度
勝
浦
町
乳
児
健
康
診

f立:

第 第

第
三
位

〈
〉
乳
児
健
康
診
査
会
〈
〉

勝
浦
町
健
康
優
良
児
決
ま
る

十
月
十

一
日
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

『¥

住
民
福
祉
課

-
逃
げ
た
一
阜
の
ナ
ン
バ

ー

・
一
阜
の
種
類

-
車
体
の
色
や
単
体
に
惑
い
て
あ

な
ど
を

一
秒
で
も
早
く
箸
察
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

口

ひ
き
逃
げ
は
「
悪
質
だ
許
せ
な

い
」
と
日
ご
ろ
患
っ
て
い
る
み
な

さ
ん
の
な
か
に
も
「
嘩
が
さ
す
」

と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
ひ
き
逃
げ
は
決
し
て
逃
げ

得
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
届
け
出
れ
ば

軽
く
す
ん
だ
事
故
や
処
分
も
ひ
き
逃

げ
と
な
る
と
、
つ
ん
と
重
い
刑
罰
を
受

け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
故
を
起
し

た
と
き
は
迷
わ
ず
す
ぐ
警
察
へ
届
け

出
ま
し
ょ
う
。

日

ひ
き
逃
げ
事
件
を
起
し
た
動
機

昭
和
四
十
七
年
金
国
秋
の
交
通
安

全
運
動
が
九
月
二
十
二
日
か
ら
十
月

一
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
民
総
ぐ
る
み
で
、
子
ど
も
と
を

人
の
安
全
保
護
の
た
め
絶
大
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
結
果
、

一
、
交
通
事
故 

件

一
、
歩
行
中
の
事
故

二
件 

(大
人
二
人
) 

¥

酒
酔
運
転
者

(
徳
島
新
聞
掲
載
の
分 
)
五
件

以
上
の
成
摘
で
こ
の
運
動
は
終
り

ま
し
た
が
、
安
全
運
転
の
呼
び
か
け

を
し
な
が
ら
も
飲
酒
運
転
者
が
あ
と

を
絶
た
な
い
こ
と
は
、
何
と
し
て
も

残
念
な
こ
と
で
す
。

ま
た
九
月
二
十
瓦
目
、
整
備
不
良

卓
の
点
検
を
行
な
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、

点
検
台
数
三
八
五
台
の
う
ち

方
向
指
示
器
不
良
二
十
二
件

ス
ト
ッ
プ
ラ
ン
プ
十
九
件

バ

ッ

グ

ラ

ン

プ

十

一
件

ラ

イ

ト

五

件

そ

の

他

七

件
計

六

十

四

件

ま
た
九
月
二
十
七
日
自
動
車
損
害

賠
償
資
任
保
障
法
に
よ
る
強
制
保
険

未
加
入
車
柄
の
検
査
を
行
な
い
ま
し

O

に
つ
い
て
調
べ
ま
す
と

・
飲
酒
運
転
が

パ
レ
る
か
ら
::・

・
無
免
許
運
転
を
し
て
い
た
か
ら
:

・
事
故
を
起
し
た
こ
と
を
恐
れ
て
:

野

上

陽

子

(

星

谷

)

父
野
上
忠
の
長
女

笠

木

美

穂

(

今

山

)

父
笠
木
茂
樹
の
長
女

神

回

幸

子

(坂

本
)

父
神
田
伊
八
の
長
女

鶴

本

留

未

(

生

名 

)

父
鶴
本
良
昭
の
長
女

林

め

ぐ

み

(

横

瀬

)

父
林
幸
男
の
長
女

な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
ひ
き
逃
げ
を
な
く
す
た
め

に
は
、
ま
ず
ひ
き
逃
げ
を
起
こ
す
よ

う
な
環
境
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
が
先

決
で
す
。

お
互
い
が
注
意
し
合
っ
て
ひ
き
逃

げ
の
動
機
と
な
る
飲
酒
運
転
や
無
免

許
運
転
を
わ
た
し
た
ち
の
周
囲
か
ら

追
放
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
ひ
き
逃

げ
ば
か
り
で
な
く
交
通
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
も
絶
対
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

横
瀬
駐
在
湯
浅
部
長

お
や
〆


た
と
こ
ろ
、
未
加
入
の
も
の
は

軽

自

動

車

凹

件

原
付
自
転
車

十

件

計

十

四

件

以
上
の
と
お

り
鐙
備
不
良
車
輔
点

検
で
は
約
十
七
%
の
命
輔
が
不
良
で

あ
り
、
特
に
万

一の
事
故
に
備
え
て

の
保
険
加
入
は
、
ほ
と
ん
と
期
限
切

れ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
常
に
車
を

整
備
、
点
検
し
、
予
測
し
得
な
い
事

故
に
備
え
て
の
保
険
加
入
は
交
通
安

全
と
、
人
自
身
を
守
る
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
グ

秋
の
交
通
安
全
運
動
は
終
り
ま
し

た
が
、
こ
の
安
全
運
動
期
間
中
、
障

に
陽
に
、
こ
指
導
、
ご
協
力
く
だ
さ

っ
た
笹
察
当
局
、
交
通
安
全
協
会
々

員
、
小
、
中
学
校
関
係
者
、
青
年
会
、

婦
人
会
、
町
内
自
動
者
整
備
業
者
の

み
な
さ
ま
に
、
本
紙
上
な
が
ら
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
交
通
安
全
運
動
の
ね
ら
い
は
、

運
動
期
間
以
降
の
事
故
防
止
に
役
立

て
る
た
め
の
も
の
、
こ
ん
後
共
明
る

い
社
会
と
勝
浦
町
づ
く
り
の
た
め
格

段
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

交
通
安
全
係

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
乳児健康診査会勝浦町健康優良児決まる

MUS04
テキストボックス
交通安全講座
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O

三
、
ダ
ニ
類
防
除

O
l

l

O 

K

O
O

四
%

i
産
業
楳 亀谷?
 

反
対
に
お
そ
取
り
果
は
、
浮
皮
や
骨
相

当
り
が
出
来
て
腐
敗
し
易
く
な
る
と

共
に、

十
二
月
中
旬
以
降
ま
で
な
ら

し
て
お
く
と
、
樹
勢
が
弱

っ
て
翌
年

の
花
付
が
著
し
く
悪
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
同
じ
圏
内
で
も
熟
度
が

一
様

で
な
い
の
で
長
期
貯
蔵
み
か
ん
を
適

期
内
に
優
先
的
に
採
収
し
、
そ
の
他

の
も
の
を
二
次
採
収
す
る
方
法
が
よ

ろ
し
い
。
ま
た
、
入
庫
時
に
は
糖
、

酸
含
量
を
も
知

っ
て
お
き
出
荷
適
期

を
あ
ら
か
じ
め
把
握
し
て
お
く
も
」
と

も
必
要
で
あ
ろ
う
。

ニ
、
果
実
に
傷
を
つ
け
な
い
こ
と

貯
蔵
病
害
中
背
カ
ヒ
、
緑
カ
ヒ
な

ど
は
採
収
巡
搬
時
の
傷
が
最
大
の
原

困
に
な

っ
て

い
る

の
で
、
果
実
の
取

扱
に
は

一
切
の
傷
を
つ
け
な
い
よ
う

に
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

鋲
の
切
れ
味
を
よ
く
し
ツ
ル

切
に

注
意
熟
練
す
る
こ
と
。 

O O O
共
同
出
荷

の
前
提
と
し
て
用
途
、

出
荷
時
期
別
に
で
き
る
だ
け
厳
重

に
す
る
。

前
後
と
し
厚
自
に
な
ら
な
い
よ

う
注
意
す
る
。

貯
蔵
予
措
は
で
き
る
だ
け
短
期
間 

今月の
農作業メモ

み
か
ん

着
色
開
始
、
成
熱
期
、
根
伸
長
停
止

「
防
除
」

一
、
収
種
前
の
硫
黄
剤
散
布

K

み
か

ん
の
着
色
を
よ
く
し
て
、
貯

蔵
力
の
増
進
を
は
か
る
た
め
に
、
採

収
十

1
十
五
日
前
に
水
和
硫
黄
四

倍
を
散
布
し
ま
す
。
本
年
は
全
般

N

に
成
り
す
ぎ

の
た
め
、
着
色
が
早
い

よ
う
で
す
か
ら
、
散
布
の
適
期
は
、

O

一
回
散
布
で
十

一
月
上
旬
、

二
回
散

P

布
圏
は
、

前
月
下
旬
に
散
布
し
た
一

O

回
目
に
つ
づ
い
て
七 
1
十
日
置
い
た

今
月
上
旬
に

二
回
自
の
散
布
を
行
な

、つ
貯
蔵
み
か
ん
産
地
め
本
町
で
は
、

貯
蔵
中

の
「
へ
タ
枯
れ
」
な
ど
の
点

七

・
二
を
二
回
に

、
十
万
は
、 

を、

か
ら
石
灰
硫
黄
合
剤
よ
り
も
、

水
和

七

・
二
、 

硫
黄
の
ほ
う
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、

例
年
着
色
が
悪
い
早
期
出


荷
図
で
は
第

一
回
目
に
石
灰
硫
黄
合

七
・ 

三

・


剤
を
、
第
二
回
目
は
水
和
硫
黄
を
使


う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。


二
、
貯
蔵
病
害
の
防
除


青
カ
ビ
、
緑
カ
ビ
の
予
防
に
採
収

十 

二
十
日
前
に
、

ト
ソ
プ
ジ
ン

一
、 

0
0
0倍
、
ベ
ン
レ 

ト
四
、

0
0 

0
倍
の
い
ず
れ
か
を
硫
賞
剤
に
混
用

散
布
す
る
。

秋
ダ
ニ
は
貯
蔵
庫
に
持
ち
こ
む
と

た
い
へ
ん
で
す
。
採
収
前
に
必
ず
防

除
す
る
こ
と
。
殺
ダ
ニ
剤
は
ア
ゾ
マ

イ
ト
乳
剤

一
、

0
0
0倍
液
を
硫
黄

剤
に
混
用
散
布
す
る
。

「施

挿
し
傷
を
防
ぐ
た
め
に
枯
枝
や
軸

。一=O O O O O O Of

肥

一
、
秋
肥
の
施
用

秋
肥
は
、
樹
勢
の
早
期
回
復
を
は

擦
れ
傷
を
防
ぐ
た
め
に
採
収
運
搬

O O
か
ご
に
は
必
ず
内
張
り
を
す
る
こ

か
り
、
貯
蔵
品
交
分
の
蓄
梢
を
促
し

て

シ」
。 

爪
傷
を
防
ぐ
た
め
に
爪
を
短
く
切

る
と
共
に
撰
別
に
当
る
人
は
手
袋

を
着
用
す
る
こ
と
。 

翌
年
の
菊
花
生
長
に
備
、
え
る
た
め
で

す
。
樹
上
の
果
実
に
彬
響

の
な
い
限

り
早
め
に
地
用
し
ま
す
。

貯
蔵
用
に
は
、 

P

N
一
0
・
五、

 

長
果
が
混
入
し
な
い
よ
う
注
意
す

る
と
共
に

爪
ど
り
し
た
果
実
は
特

に
緩
や
か
に
う
っ
す

こ
と
。 

圧
迫
傷
を
防
ぐ
た
め
に
果
実
の
運

搬
は
八
分
荷
で
行
い
無
理
に
押
し

っ
け
な
い
こ
と
。

へ
た
も
ぎ
傷
を
防
ぐ
た
め
果
実
に

体
を
近
づ
け
る
か
、
枝
寄
せ
安
定

し
た
姿
勢
で
作
業
を
行
な
う
。

O

(
十
日 
1
一
五
日 
)
に
三 

の
水
分
を
発
散
せ
し
む
る
よ
う
に

し
予
措
が
終
れ
ば
戸
窓
を
閉
め
て

暗
く
保

つ。

貯
蔵
中
の
溢
度
は
三 

入
℃
、
湿

度
は
八

0
1
八
五
%

(
予
措
中
は

七

五

%
)
前
後
と
す
る
。

i

枝
先
の
採
収
に
は
片
手
取
り
を
熟

練
す
る
と
よ
い
。 

貯
蔵
中
は
腐
敗
果
の
点
検
、
換
排

打
傷
を
防
ぐ
た
め
山
市
実
の
投
げ
入

れ
は
絶
対
し
な
い
よ
う
。
ま
た
樹

上
よ
り
落
し
た
み
か
ん
は
別
に
処

分
す
る
こ
と
。 

、
貯
蔵
み
か
ん
の
条
件 

着
色
は
完
全
着
色
が
理
想
で
す
が

O O

七
分
着
色
以
上
の
も
の
は
適
当

で

あ
る
、
過
熱
果
は
貯
蔵
力
が
劣
る
。 

日
光
の
よ
く
当

っ
た
外
周
や
立
枝

結
山
木
の
も
の
で
充
笑
し
た
も
の
が

よ
い
。

果
実

の
大
き
さ
は 

級
を
中
心
に

M

L
S
桂
皮
が
腐
敗
、
目
減
共
に
少

K

一二、
 

八
・
四
、
早
生
早
出
し

六
・

、
箱
の
挿
し
替
え
な
ど
に
留
意

す
る
。 

出
荷
は
組
合
の
計
画
に
従
い
、
鮮

度
の
あ
る
中
に
出
荷
を
行
な
う
。 

r
A定

期
実
施
日

毎
月
の

一
目
、
十
日
、

二
十
日
に

N

P

用
は
、 

十
二

・ 
0
、 

九

・
六
、 

O
着
色
不
良
果
、
浮
皮
果
、
下
垂
枝

結
果
の
も
の
は
早
出
し
用
と
す
る
。 

る
し 

O行
な
い
ま
す
。 

申
し
込
み

予
防
接
種
は

二
十
頭
単
位
で
行
な

う
の
で
、

分
べ
ん
後
三
十
日
で
直
ち

に
産
業
課
畜
産
係
に
申
し
込
む
こ
と

0 

0
接
種
手
数
料

一
頭
に
つ
き

一
五 

円
で
す
が
、

直
接
担
当
獣
医
師
に
支
払

っ
て
く
だ

さ
い

。 

O

O

¥F  

¥} 

N

O
担
当
獣
医
師

上
勝
町

志
波
則
之
獣
医

P
五

・
四
、 

K
六
・

水
回
転
作
、
早
期
出
荷
に
は 
N
八

-

O
、 

P
六

・
四、

 

K
凹
・
八
、
す
だ

、 

つ
ゅ
の
あ
る
果
実
は
腐
敗
し
易
い

の
で
雨
上
り
や
朝
つ
ゅ
の
あ
る
も

の
は
適
当
で
な
い
。 

黒
点
病
被
害
岡
市
は
貯
蔵
後
期
に
軸

腐
病 

(
ヘ
タ
グ
サ
レ 
)
が
多
発
す

る
の
で
加
工
原
料
ま
た
は
早
出
し

用
と
す
る
。

回
、
そ
の
他
注
意
事
項

O OO
み
か
ん
収
描
慢
の
際
、
業
は
出
来
る

ち
、
ゆ
こ
う
は

K

O

五

・ 

を
施
用
す
る
。

玉、
 

「
採
収
・
貯
蔵
」

一
、
適
期
採
収
す
る
こ
と

貯
蔵
み
か
ん
の
採
収
は
例
年
十

一

月
下
旬
よ
り
十
二
月
上
旬
の
聞
が
適

期
で
あ
り
ま
す
。
未
熟
巣
の
早
取
り

だ
け
落
さ
な
い
よ
う
に
錬
取
り
を

励
行
す
る
。 

は
貯
蔵
中
の
目
減
り
が
多
く
な
り
、 

= 実定 豚� 

?苧期;
 
E主に� Z

豆 す防
門 接

貯
蔵
入
庫
量
は

二
川
当
り
八 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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と

一『

し
よ
う
粉
少
々
、
油
。

第14回勝浦町民体育祭プログラム

作
り
か
た

①
い
か
は
胴
と
足
を

は
な
し
て
よ
く
洗
い

、
い
か
の
足
、

玉
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
を
細
か
く
切

っ

て
油
で
い
た
め
ま
す
。

②
み
そ
を
ス
リ
パ
チ
に
入
れ
、
化
学

調
味
料
、
砂
糖
、
さ
ん
し
よ
う
粉
を

少
々
混
ぜ
て
よ
く
す
り
、
前
に
油
で

い
た
め
た
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。 

③

い
か

の
胴
に
そ
の
材
料
を
詰
め
、

ヨ
ウ
ジ
で
と
め
て
ア
ミ
で
焼
き
、
輪

切
り
に
し
て
皿
に
盛
り

つ
け
て
供
し

ま
す
。

ガ
ス
の
じ
よ
う
ず
な

使

い

か

た

炎
の
良
否

ガ
ス
を
完
全
に
燃
や
す

に
は
適
当
な
空
気
が
必
要
で
す
。

①
炎
が
短
く
静
止
し
て
下
部
が
ヤ
ヤ

背
味
を
帯
び
て
い
て
、

シ
ン
が
青

白
い
色
を
し
て
い
る
状
態
の
と
き

が
も
っ
と
も
完
全
に
燃
え
て
、
高

熱
が
出
て
い
る
。

②
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
音
が
し
て
炎
が
短
か

く
不
安
定
な
の

は
空
気
が
は
い
り

す
ぎ
て
ガ
ス
の
浪
費
に
な

っ
て
い

る。

③
空
気
の
最
が
少
な
か

っ
た
り
、

空


気
穴
が
全
く
閉
じ
ら
れ
て
い
る
と


き
は
、
炎
の
色
が
赤
く
長
く
な
り
、


熱
度
は
低
く
不
経
済
で
す
。


火
の
つ
け
か
た

な
べ
や

ヤ
カ
ン


を
か
け
て
か
ら
マ
ソ
チ
を
す
り
、
そ


れ
か
ら
ら
コ

ッ
ク
を
聞
い
て
点
火
し


ま
す
。

コ
ソ
ク
を
聞
い
て
か
ら
?
ッ


チ
を
す

っ
た
り
、
な
べ
を
か
け
ず
に


点
火
す
る
と
、
そ
の
間
ガ
ス
が
ム
ダ


に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
体
に
有


害
な
カ
ス
が
空
気
中
に
混
じ
る
こ
と


回
に
な
り
ま
す
。
点
火
し
た
と
き
に
大
き

、

な
音
が
し
て
捕
え
た
り
、
ゴ
ウ
ゴ
ウ
特

殊
な
音
が
す
る

の
は
空
気
の

は
い
り

か
だ
が
多
す
さ
る
た
め
、
起
こ
る
場

合
が
多
い
の
で
、
こ
の
場
合
は
い
ち

ど
コ
ゾ
ク
を
し
め
、
空
気
穴
を
せ
ま

く
し
て
か
ら
も
う
い
ち
ど
点
火
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

疲
れ
を

な

お

す

に

は

一
日
じ
ゅ
う
す
わ
っ

た
り
、
前
か

が
み
に
な

っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
、

屑
が
こ
っ
た
り
疲
れ
が
ひ
ど
く
な
り

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
の
た
め
に

一
時

的
に
な
お
す
方
法
を
紹
介
し
ま
し
ょ

っ、
首
の
後
ろ
に
手
を
組
ん
で
、
首
を

ま
っ
す
ぐ
に
し
て
両
ヒ
ジ
を
前
か
ら

思
い
き
り
後
ろ
に
引
い
て
深
呼
吸
を

し
こ
れ
を
五
1
六
回
く
り
返
す
と
、

疲
れ
が
と
れ
ま
す
。

肩
の

こ
り
を
と
る
の
は
、

肩
先
に

指
を
の
せ
て
、
ひ
じ
で
円
を
か
く
よ

う
に
す
る
と
、

ち
ょ

っ
と
楽
に
な
り

姿
勢
を
よ
く
す
る
の
に
も
効
果
的
で

す
。
こ
れ
は
い
ち
ど
に
十
回
く
ら
い

必
要
で
す
。

ま
た
、
ヒ
ジ
を
折
り
両
手
を
頭
の

少
し
高
い
位
置
に
ま

っ
す
ぐ
に
伸
ば

し
、
手
首
の
力
を
抜
い
て
前
後
に
ブ

ラ
ブ
ラ
と
振
り
ま
す
。
こ
れ
は
手
の

疲
れ
、
肩
の
こ
り
を
な
お
し
ま
す
。

ま
た
夜
や
す
む
と
き
は
、
枕
を
低

く
す
る
か
、
枕
を
は
ず
し
て
や
す
む

と
、
背
が
伸
び
て
気
分
が
す
ぐ
れ
ま

す
。
高
い
枕
は
、
畳
間
と
同
じ
前
か

が
み
の
姿
勢
に
な
る
の
で
疲
れ
ま
す
。

魚
ザ

回

ー
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ 

1

第
五
回

き

く
ら
し
の
メ
モ 習


う

す

着

と

厚

着

う
守
着
、
厚
着
の
て
い
ど
を
表
わ

と
ニ
ろ

日
ご
ろ
は
、

青
年
会
活
動
に
岐
か

い
ご
支
援
を
賜
わ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

会
員

一
同
、
心
か
ら
感
謝

い
た
し

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
秋
祭
り
の
太
散
の
音
と
と

も
に
「
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
勝
浦
祭
」

が
や

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
勝
浦
祭
は
、
青
年
会
に
と
っ

て
最
大
の
行
事
で
あ
る
と
と
も
に
、

町
民

一
人

一
人
の
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ

十
一
月
三
日

午
後
三
時
か
ら
九
時
ま
で

(雨
天
の
と
き
は
、
町
民

集
め
行
な
わ
れ
る
日 
)

勝
浦
中
学
校
体
育
館

祭
り
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ま
方
の
深
い

ご
理
解
と
暁

か
い
ご
支
援
の
も
と
に
、
中
味
の
こ

い
勝
浦
祭
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

体
育
に
汗
を
流
し
た
後
は
、
芸
能

文
化
の

一
大
祭
典
、

勝
浦
部
小
で
秋
の

夜
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く
す
ご
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
内
容
)

①
太
鼓
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
ギ
タ
ー

②
コ
ー
ラ
ス
、
詩
吟

③
剣
道
の
型
、
踊
り
、
バ
レ
|

、
，@

話
康

L
d味

川
H
H
d 

L
E
'

4
1

一¥
場 

⑤
阿
波
踊
り

⑥
の
ど
自
慢

す
の
に
「
ク
ロ
|
」
と
い
う
単
位
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
下
着
は
別
と
し

て
合
着
、
セ
ー
タ
ー
類
は

一
枚
着
る

と
摂
氏
八
度
の
滋
度
が
た
も
た
れ
ま

す
。
こ
れ
を

一
ク
ロ
ー
と
い
い
ま
す
。

人
聞
の
皮
膚
は
摂
氏
二
十
八
度
の
時

は
裸
で
長
く
い
て
も
平
気
で
す
が
、

二 

度
以
下
で
は
カ
ゼ
を
ひ
き
ま
す

か
ら
、
気
温
が
十
度
の
と
き
は
、
楳

で
い
ら
れ
る
場
合
の
二
十
八
皮
か
ら

十
度
を
引
い
た
十
八
度
の
寒
さ
を
着

物
で
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

口
着
、

O

A

勝
浦
町
青
年
会

セ
ー
タ
ー
て
い
ど
の
着
物
二
枚
(
二

ク
ロ 

l

No. 純 目 性別 出場者 内 ，甘~ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

II 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

開 会 式� 
レ� 

レ

f ンポンダリア�  
カンガ-，レの親子�  

キ1 白"-一入れ�  

宮 虫 筒 陣 �  r両者

現是 老町穐�  

土佐茜句節� 
そ うらん

早町み鋭争

レ

レ

lラノベゾ卜敵陣�  

r肖 防操法�  

蛍火同郷国だ背い頭こ

交 通 コンクール

マラソン�  1.500m

魚 つり践 争

アベ γ ク量産~(.. 

ホホよせて

凪L ・日 2ヲ

レ，

リ レ

開 会 式

!fj 

女

v比� 

v見
ィ比

iJt 

t箆

男女

男

女

is 

9J 

女

男女

男� 

明女

男女

女

別 立

明� 

女� 

小 学 生 �  

小 学 生 �  

j*'I'i戸什幼児

老 人

微 小 4月� k 

一 般男女

老 人 会4ム為
母了鮒祉�  

-世
中 学生�  

中学生�  

生 小男女�  

?同 ~Îj 1目� 

婦人 会

交通安全協会

11fT j:本協�  

量生

青 年 会

婦人会�  

-立
20.30.401-1: 
20.30.40.f~ 

，

品玉と'り

ゲーム�  

今'一-L-、� 

おどり

向al'診IJ日� 

おどり�  

今'-.i-‘� 

う〆 ー� -1.命� 

ゲ ーム�  

γ ーム�  

ゲーム�  

十
六
度
)
で
は
二
度
足
り
ま

せ
ん
が
、
人
聞
の
皮
膚
に
は
抵
抗
力

が
あ

っ
て
、

一
ク
ロ 

近
く
は
じ
ゅ

l

う
ぶ
ん
耐
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の

て
い
ど
で
ち
ょ
う
ど
よ
い
計
算
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
を
基
準
に
す
る
と
、
厚
着
を

し
て
抵
抗
力
を
な
く
し
た
り
、
う
す

着
を
し
す
ぎ
て
カ
ゼ
を
ひ
い
た
り
す

る
こ
と
な
く
、
川
畑
度
の
変
化
に
応
じ

て
適
当
に
調
節
で
き
る
よ
う
に
な
る

で
し
ょ
う
。

い

か

の

ま

る

規

ザ

材

料

(一

人
分
)
い

か

一パ

イ、

玉
ね
ぎ
半
個
、
に
ん
じ
ん
中
く
ら
い

困
の
太
さ
の
も
の

一
句
、
み
そ
大
き
じ

三
杯
、
砂
糖
、
化
学
調
味
料
、
さ
ん

勝

浦� 

~~ 
刀て

調

困


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
消費生活
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甘
ず
っ
ぱ
い
香
り
が
す
る
町 

な
い
こ
と
で
す
。

せ
っ
か
く
の
美
し
い
川
燥
が
、
ご
み

に
よ
っ
て
、

よ
ご
さ
れ
て
い
く
の
が

グ
名
所
地
が
ほ
し
い
勝
浦
町 

と
て
も
残
念
に
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
美
し
い
川
と
豊
富
な
み
か

ん
を
利
用
し
て
、
春
に
は
桜
、
秋
に

は
み
か
ん
や
も
み
じ
刈
り
と
言
っ
た

よ
う
な
名
所
地
で
も
で
き
た
な
ら
、

も
っ
と
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
勝
浦
町

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
、
っ
か
。

若
者
逮
は
、
都
会
へ
都
会
へ
と
あ

こ
が
れ
て
出
て
い
く
傾
向
に
あ
る
現

在
、
何
ん
と
か
、
こ
れ
を
く
い
と
め

る
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
朝
は
小
鳥
の
さ
、
え
ず

五
万
円
を

体
育
振
興
に
と

d

勝
浦
中
学
校
へ
寄
附

こ
の
人
は
中
山
の
{呂

田
功
さ
ん

(
五
ニ
オ 
)
で
、
(
呂
田
さ
ん
は
十
月

に
衰
の
安
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
、

そ
の
時
お
世
話
に
な
っ
た
香
典
五
万

円
を
、
学
校
の
体
育
振
興
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
、
と
勝
浦
中
学
校
(
校
長

清

博

)

を

訪

れ

寄
附
さ
れ
た
も
の。

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ヘ
三

渓 

日
下
敏
夫

成
川
克
子

f

小
松
島
市

中

角

横

田

子

お
く
や
み
申
し
ま
す

な
い
人
が
、
わ
た
し
の
顔
を
見
て
、

に
こ
つ
と
笑
っ
て
、
頭
を
下
げ
て
く

だ
さ
っ
た
。
ま
る
で
母
に
で
も
会
っ

た
よ
う
に
、
心
が
う
き
う
き
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
な
れ
な
い
土
地
で
の

生
活
、
こ
ん
な
さ
さ
い
な
事
だ
け
ど
、

わ
た
し
に
は
と
て
も
う
れ
し
く
思
わ

れ
ま
し
た
。
今
、
都
会
で
は
、
忘
れ

わ
た
し
が
、
高
知
か
ら
、
勝
浦
に
と

つ
い
で
半
年
に
な
り
ま
す
。
初
め
て

こ
ち
ら
に
き
た
と
き
、
汽
車
を
お
り

駅
を
後
に
車
は
走
り
出
し
た
も
の
、
、

あ
ま
り
の
遠
さ
に
、
周
囲
の
け
し
き

は
自
に
は
い
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

臼
が
立
つ
に
つ
れ
、
み
か
ん
の
多
い

の
に
は
お
ど
ろ
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
見
渡
す
か
ぎ
り
の
み
か
ん
畑
、

六
月
に
な
る
と
ま
っ
白
な
、
か
わ
い

い
つ
ぼ
み
が
、
だ
ん
だ
ん
と
ふ
く
ら

み
、
や
が
て
、
あ
た
り
一
一
闘
を
、
甘

ず
っ
ぱ
い
何
ん
と
も
言
え
な
い
香
り

で
包
ん
で
く
れ
ま
す
。
そ
の
甘
ず
っ

ぱ
い
香
り
の
中
、
島
押
歌
で
貨
物
に
出

か
け
ま
す
υ

高
知
と
勝
浦
と
で
は
、

す
ぐ
お
と
な
り
の
県
な
の
に
言
葉
が

ず
い
ぶ
ん
ち
が
い
ま
す
。
と
き
ど
き

通
じ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ふ

と
、
距
離
の
速
さ
を
感
じ
、
む
し
ょ

う
に
も
の
淋
し
い
思
い
に
か
ら
れ
、

足
ど
り
お
も
く
帰
り
道
、
ふ
と
す
れ

ち
が
っ
た
ど
こ
の
だ
れ
か
も
わ
か
ら

三
渓

生
名

三
渓

中
角

三
渓

三
渓

去
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る 

Z-
二、船

人

と

人

と

の

品

目

、

情
、
や
は
り 

J

司
〓
メ
川

こ

こ

に

は

防 

m

μw
rp

残
っ
て
い
た

p

Y

4

西

浦

幸

子

長

回

数

一

富
田
{
女
子

長
谷
長
官
口

林

森

シ

ケ

新

開

称 

#
1

ミ
守
勢
〆

削

内 浦 目 。� l 

'

り
で
目
が
さ
め
、
虫
の
声
で
一
日
が

終
る
。
お
い
し
い
空
気
と
、
新
鮮
な

果
物
の
豊
富
な
、
こ
の
土
地
で
く
ら

せ
る
事
を
感
謝
し
な
が
ら
、
毎
日
毎

日
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す。お
誕
生
お
め
で
と
う

! 結又内雨子更 万親母い恩そよ袈秋 阻当準主� ! 江渓野本

べ 一 職もが£年手高歳髭をのいいろちが余 庇売芳，.!
! 海

川

登

三
女

福
岡
春
子

長
男

清

千

年

長
男

岡
本
国
男

長
男

謝 

の
で
す
。
理

〆

己
主
義
的
に
な
り
が
ち
な
、
町
で
の

生
活
に
、
反
発
を
感
じ
て
い
た
わ
た

し
は
、
ほ
ん
と
う
に
勝
浦
に
来
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
初
、
速
く

思
え
た
道
の
り
も
、
澄
み
切

っ
た
美

し
い

川
や
、
や
が
て
色
づ
く
み
か
ん

畑
に
見
と
れ
て
い
る
う
ち
に
、
帰
り

つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
今
で
は
す
っ

か
り
こ
ち
ら
の
生
活
に
も
な

れ
、
あ
ま
い
新
鮮
な
み
か
ん

を
食
べ
な
が
ら
、
ず
い
ぶ
ん

前
か
ら
、
勝
浦

で
暮
ら
し
て

い
た
よ
う
な
、
き
っ
か
く
さ

え
党
え
る
き
ょ
う
、
こ
の
ご

ろ
で
す
。
た
だ
一
つ
、
勝
浦

町
に
は
ゴ
ミ
の
焼
却
設
備
が 
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